
情報通信産業論

「オープンデータ×市民による
社会的課題への取り組み」

合同会社ミドリアイティ

小池 隆

2022年6月24日
＠相模女子大学



自己紹介

早稲田大学第一文学部哲学科心理学専修卒

準大手ＳＩ企業にて受託開発と研究開発に従事

2014年に起業

地理情報システム、データ分析・可視化、AI（機械学習）

社会活動・研究活動

ウィキペディアに郷土史関連の記事執筆、執筆イベント主宰

オープンデータ関連イベントへの参加（運営協力／作品応募）

情報処理学会人文科学とコンピュータ研究会会員

石仏情報学会主宰

石造物のデータ化、データに基づく石造物研究2

https://ja.wikipedia.org/wiki/利用者:Takashi.koike
https://wikipedia-kaido.github.io/
http://www.jinmoncom.jp/
https://sekibutsu.info/


本日の構成

1. オープンデータ×市民による社会的課題への取り組み

2. オープン〇〇の広がりと市民参加

3. 当社の取り組み紹介
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１. オープンデータ×市民による
社会的課題への取り組み
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さまざまなデータとオープンデータ

ビッグデータ

大量のデータ、基本的には非公開または有償

東日本大震災後にNHKの「震災ビッグデータ」が話題に

パーソナルデータ（マイデータ）

行動履歴や購買履歴など、個人のデータ

情報銀行など、活用推進の動きはあるが課題も

オープンデータ

無償で利用できる

改変や複製などの二次利用できる

機械判読に適している5

https://ja.wikipedia.org/wiki/情報銀行


国によるオープンデータの意義・目的

オープンータ基本指針

国民参加・官民協働の推進を通じた諸課題の解決、経済活性化

行政の高度化・効率化

透明性・信頼の向上

－ 2017年高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部
官民データ活用推進戦略会議決定

6

https://cio.go.jp/sites/default/files/uploads/documents/data_shishin.pdf


EBPM（エビデンスに基づく政策立案）

「その場限りのエピソードに頼るのではなく、政策目的
を明確化したうえで合理的根拠（エビデンス）に基づく
ものとする」 － 内閣府におけるEBPMへの取組

地域経済分析システム（RESAS）

V-RESAS -新型コロナウイルス感染症が地域経済に与える
影響の可視化
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https://www.cao.go.jp/others/kichou/ebpm/ebpm.html
https://resas.go.jp/
https://v-resas.go.jp/


政府のデータカタログサイト

DATA GO JP
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https://www.data.go.jp/


政府の統計データ

e-Stat－ 政府統計の総合窓口

統計ダッシュボード

地図で見る統計(統計GIS)
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https://www.e-stat.go.jp/
https://dashboard.e-stat.go.jp/
https://jstatmap.e-stat.go.jp/jstatmap/main/trialstart.html


3D都市モデルのオープンデータ

PLATEAU
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https://www.mlit.go.jp/plateau/
https://plateauview.mlit.go.jp/


オープンデータのライセンス

オープンデータは All Some rights reserved

著作権を保持した上で、条件を明確にして利用許諾

Creative Commonsライセンスによる利用許諾が主流

CC BY 適切なクレジット表示が条件

CC BY-SA 適切なクレジット表示と、ライセンスの継承が条件

CC0 著作権なし

NC（非営利）やND（改変禁止）という条件が付く
CCライセンスもあるが、それらを適用したデータは
オープンデータとはみなされない
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https://creativecommons.org/
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/4.0/deed.ja
https://creativecommons.org/publicdomain/zero/1.0/deed.ja


コロナ禍で脚光を浴びた、シビックテック※

※市民が中心となり、ＩＴを用いて社会課題を解決

台湾の例

マスクマップ

オードリー・タン氏

g0v（ガブゼロ・零時政府）
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https://ja.wikipedia.org/wiki/唐鳳
https://g0v.tw/
https://kiang.github.io/pharmacies/


東京都 新型コロナウイルス感染症対策サイト

プログラムのソースコードを公開（オープンソース）

各地のシビックテックにより派生サイトが展開
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https://github.com/tokyo-metropolitan-gov/covid19
https://stopcovid19.metro.tokyo.lg.jp/
https://stopcovid19.code4japan.org/


市民によるオープンデータ活用のチャレンジ

「チャレンジ三兄弟」

Linked Open Data（LOD）チャレンジ

Linked Open Dataづくりとデータの活用

データとデータのつながり、人と人のつながり

アーバンデータチャレンジ

公共データを活用したコミュニティづくりと
作品コンテスト

チャレンジ!!オープンガバナンス（COG）

自治体から出された課題に対し、市民や学生の
チームが解決に取り組む
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https://2022.lodc.jp/
https://urbandata-challenge.jp/
http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/padit/cog2022/


オープンデータの活用例①

Code for Sapporo「さっぽろ保育園マップ」

アーバンデータチャレンジ2014アプリケーション部門金賞

オープンソース

シビックテックにより
各地に横展開
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https://papamama.codeforsapporo.org/
https://aigid.jp/?page_id=421
https://github.com/codeforsapporo/papamama


オープンデータの活用例②

公共交通のリアルタイム3Dマップ「Mini Tokyo 3D」

第3回 東京公共交通オープンデータチャレンジ 最優秀賞

オープンソース
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https://minitokyo3d.com/
https://tokyochallenge.odpt.org/2019/award/index.html
https://github.com/nagix/mini-tokyo-3d
https://minitokyo3d.com/


チャレンジする人たちの生の声

宇野重規『自分で始めた人たち』

チャレンジ!!オープンガバナンス（COG）
参加者や関係者へのインタビュー

インタビュイーは全員女性

著者（インタビュアー）はCOGの
審査員を務める政治学者
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２. オープン〇〇の広がりと市民参加
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OpenGLAM

文化施設（Gallery, Library, Archive, Museum）の
オープン化

日本での取り組みは遅れていた

ジャパンサーチ（2020年 正式公開）

日本のデジタルアーカイブのポータルサイト

174のデータベースと連携

25,895,488件のデータを収録

国立国会図書館が運用
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https://jpsearch.go.jp/
https://jpsearch.go.jp/


オープンサイエンス

オープンアクセス

誰でもWebを通じて無料で自由に論文へアクセスできる

研究データの公開

FAIR原則

Findable（見つけられる）

Accessible（アクセスできる）

Interoperable（相互運用できる）

Reusable（再利用できる）
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https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/08_openaccess/index.html
https://biosciencedbc.jp/about-us/report/fair-data-principle/


シチズンサイエンス

iNaturalist

市民による生物観察の
記録を公開・共有

種の同定にはプロの
科学者も協力

データのライセンスは
参加者が選択

オープンデータとは
限らない
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https://www.inaturalist.org/
https://www.inaturalist.org/observations?place_id=any&user_id=tk01k&verifiable=any


シチズンサイエンス

みんなで翻刻

くずし字で書かれた
古文書を活字化

AIくずし字認識が
サポート

翻刻文データの
ライセンスは
CC BY-SA

5000人の参加者により
600万文字を翻刻
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https://honkoku.org/
https://honkoku.org/


市民ボランティアが作るオープンデータ

Wikipedia

誰でも編集できるフリー百科事典（CC BY-SA）

OpenStreetMap

自由に編集し、自由に利用できる地図（CC BY-SA）

地理情報データとして活用可能（ODbL）

Mapillary

市民の手で作る「ストリートビュー」（CC BY-SA）

青空文庫

著作権の切れた書籍を電子化

一部はKindle等で読むことも可能（無料）23

https://ja.wikipedia.org/
https://www.openstreetmap.org/
https://www.mapillary.com/
https://www.aozora.gr.jp/


3. 当社の取り組み紹介
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四季の森公園の音地図

四季の森公園で音を採集（61ヶ所で30秒ずつ）

音圧レベルを空間補間（IDW内挿）して段彩図を作成
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https://ukinedori.github.io/shikinomori/


江戸後期 武蔵・相模国村名マップ

地誌『新編武蔵風土記稿』『新編相模国風土記稿』に
書かれた村をデータ化して地図に配置

国会図書館デジタルコレクションの該当ページにリンク

LODチャレンジ2015にてGeoNames.jp賞を受賞
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https://fudoki.midoriit.com/
https://www.lodc.jp/challenge2015/blog/2016-02-19/HPC-index.html


石造物3Dアーカイブ

フォトグラメトリ※で石造物の3Dモデルを作成して公開

アーバンデータチャレンジ2019にて金賞受賞
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※フォトグラメトリ（SfM/MVS）は、異なる角度から撮影された大量の写真を用いて
3Dモデルを作成する技術であり、最近ではスマホアプリで簡単にできる

https://stonework-3d-archive.github.io/
https://urbandata-challenge.jp/highlight/udc2019prize
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:天狗道祖神（町田市南成瀬）.stl
https://stonework-3d-archive.github.io/map/


月待ビンゴ プロジェクト

月待塔 - 特定の夜に信仰行事を行う講中が造立した石塔

Twitterを用いて「月待塔」の情報を収集・公開

価値ある情報を膨大なツイートに埋もれさせない

必要なのは「#月待ビンゴ」と位置情報と写真

ゲーミフィケーション、オープンデータ

Twitterの拡散力、コミュニティ形成力も活用
28

https://moon.midoriit.com/
https://moon.midoriit.com/index.php?user=tsukimachito


月待塔オープンデータ

日本各地の月待塔のデータをGitHubで公開

20名以上の参加者、 5,500件を超えるデータ

Web地図上で攻略マップとして公開

ヒートマップ、時系列マップとして可視化

LODチャレンジ2019にてデータ分析・可視化部門 優秀賞受賞
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https://github.com/midoriit/tsukimachito
https://moon.midoriit.com/map/
https://moon.midoriit.com/map/heatmap.html
https://moon.midoriit.com/map/timeseries.html
https://2019.lodc.jp/archives/2019/awardCeremony2019.html
https://moon.midoriit.com/map/heatmap.html
https://moon.midoriit.com/map/timeseries.html


車載カメラとAIによる路傍の石造物調査①

AIで動画から石造物と文字、像を検出

第126回 人文科学とコンピュータ研究発表会
「深層学習を用いた石造物の検出と分類 」（スライド）
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http://id.nii.ac.jp/1001/00211112/
https://www.slideshare.net/tk01k/ss-248421563
https://midoriit.com/video/DJI_0464_09920.mp4


車載カメラとAIによる路傍の石造物調査②

メタデータと動画をオープンデータ化し、マップで公開

LODチャレンジ2021にてデータ作成部門 優秀賞受賞
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https://2021.lodc.jp/awardPressRelease2021.html
https://stone.midoriit.com/


ご清聴ありがとうございました
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midoriit.com

https://midoriit.com/

